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57.全米大学の地域貢献活動実態と学生に対する参加型建築 ･まちづくりの専門家教育
一大学ベース型のコミュニティ ･デザイン ･センターの活動実態-
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1.はじめに
1-1.研究の背景と目的
地域バトースの建築 ･まちづくりを促進するためには､地

域の一員である大学が地元の地域改善の取り組みを積極的

に支援していくことが求められる｡アメリカでは建築学科､

都市計画学科にとどまらず､大学のさまざまな学科が協働

して､地域住民やコミュニティ組織と共に地域経済活性化

や公営住宅の建替え事業､職業EJI陳などの総合的な問題に

取り組んでいる｡また､このような大学による地域貢献活

動には多くの学生が参加しており､そのレベル嘲受業の一

環として行われているものから学生の自主的なボランティ

アで行われているものがあり多様である｡地域主体の建

築 ･まちづくりを促すためには､その担い手となる将来の

建築家 ･プランナーすなわち､学生の教育が決定的に重要

である｡全米大学では学生を地域に派蓋し､彼らが地域の

ニーズに応じた建築設計 ･デザイン､或いはまちづくり計

画などを策定するといった実践的な教育が行われている｡

特に､大学の学科内にコミュニティ･デザイン･センタ- 1

を設置している大学では､それらの活動が精力的に展開さ

れている｡以下､本稿ではこの組織を､大学ベース型cDC

と呼ぶ2｡2000年現在で､全米に 29組織の大学ベース型
cDCが存在している｡大学ベース型cDCには､大きく二つ

の機能がある｡第 1に､地域社会に対する貢献活動､第2

に学生の教育､言い換えるならば､若手専門家の育成であ

る｡このような大学の地峡貢献活動および学生の教育を後

押しする公的な制度として近年開始された制度として､連

邦政府住宅開発省HUDによるコミュニティ･アウトリー

チ･パー トナーシップ･センター･プログラム (Corrmuniサ

oub･eachParhe血ipCenter,以下COPCプログラLt)がある｡
コミェニティ･アウトリーチとは､行政機関､企業､専門

家などがコミュニティの中に入り､市民との意見交換や議

論を通して､地域のニーズをくみ上げる活動である｡1994

年に開始された同プログラムは住宅都市開発省 (以下､

HUD)が大学などの高等教育機関に対して補助金を支給し､

大学がコミュニティとのパートナーシップの下で､地域の

住宅 ･都市間題､教育､地味経済などの問題に取り組むこ

とを支援するものである3｡

本研究は､米国における大学､特に大学ベース型cDCに

よる地域貢献活動とそれを通じての学生の教育の実態を明

らかにし､日本-の示唆を与えるものである4｡近年､日

本においては都市の成熟､価値観の多様化､住民参加や協

働の流れの中で､それをフアシリテ-ト･コーディネート

する専門家-のニーズが拡大しており､彼らの育成が大き

な課暢となっている｡本研究の目的は､以下の3点であり､

全体における各章の位置づけを図1に示す｡

① copcプログラムの補助を受けて展開されている全米

大学全体の地域貢献活動の実態について明らかにす

ること (2章)

② 全米大学の建築学科および都市計画学科の地域貢献

活動の実態について明らかにすること (3章)

③ 大学ベース型のコミュニティ･デザイン･センター4

件の事例を取り上げて､大学の地域改善における役割

と学生-の教育実態を明らかにすること (4章,5章)

園l研究の構成

1-2.研究の方法と既往研究
本研究では､全米大学における地峡貢献活動を支える連

邦政府の支援制度copcプログラムを受けることによって

大学および大学ベース型∝ による地域貢献活動が精力

的に展開されていると同時に､その活動を通して学生-の
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参加型の建築 ･まちづくり教育が行われている､との仮説

を検証するために､以下のようなアンケー ト調査とヒアリ

ング調査を実施した｡全米大学の地峡貢献活動については

全米建築学科協会ASCA (2000)と大学ベース型cDCのデ

ィレクター､すなわち大学教員 (6名)5-のヒアリング

を実施している｡COPCプログラムの助成実態については､

HUDによる発行物を収集 ･整理し､分析を行っている｡大
学ベース型のコミュニティ.デザイン･センター5件に関

する活動実態と学生に対する教育については､組織ディレ

クター-のヒアリング､及びそれらが関わった現地プロジ

ェクト視察を行っている｡特に､学生の教育に関しては､

｢まちづくりゲーム｣でも有名なノースカロライナ州立大
学デザイン学部教陵の-ンリー ･サノフ氏に重点的にヒア

リングを実施しているb事例として取り上げる5件は､Prah

hlStituteの Prah Institute CenterforComTLtmiサ and

Env-LrOnmentalD即elopn℃nt(P]CCED)､Univers吋ofIllinois,
ChicagoのCity DGign Center､Ba)IStateUniversibrの

CorTnlunityBasedProjcct､Nordl伽 01血aStabUnivers吋の

ConmunjyDeNek)pmentGroup､Universib'ofD加 it,Merq
のD血oitCo)]ah)JdveD岱ignh terである｡
本研究に関連するわが国における既往研究には､大学に

おける都市計画分野の教育プログラムを扱ったもの､小 ･

中学校におけるまちづくり教育や環境教育などを論じたも

の､相成におけるまちづくり教育･まち学習を放ったもの6

等がある｡また､米国においては､特定の地域における

copcプログラムを活用して展開されていろ諸活動の内容
や､そこでの大学の役割等を論じたものがある｡しかし米

国における大学による地境貢献活動の全体像や､その活動

を通じての実践的なプロジェクト型の学生に対する都市計

画教育実態について明らかにされたものはほとんどない｡

2.C肝CプE3グラムの助成実態と地域貢献活動の内容
2章ではCOPCプログラムの概要と､同プログラムの補

助を受けて展開されている全米大学全体の地域貢献活動の

実態について明らかにする｡

(1)背景と内容

copcプログラムとはHUDが､大学などの高等教育機
関に対して補助金を支給し､大学がコミュニティとのパー

トナーシップの下で､地域の住宅 ･都市間題､教育､地域

経済などの問題に取り組むことを支援するものである｡大

学はコミュニティ組織に加えて､地方自治体､学校､民間

企業等とパートナーシップを組み､地域の経済的､社会的､

物理的な問題の解決に取り組むことが想定されている｡

1994年に COPCプログラムがスター トした背景には､

1990年代以降に急速に発達した非営利セクターを含めた

行政 ･民間セクターによるパー トナーシップによる住宅 ･

都市開発が影響していると考えられる｡従来からも大学の

教員や学生がコミュニティに入り込んで､共に地域再生に

取り組むことEf行われていたが､この活動に枠組みを与え､

補助金を支給してそれを促進することがCOPCプログラム

のねらいでもあった｡またHUDは､COPC補助金は初動

期の支援金にすぎず､大学が連邦政府以外からの主体から

資金を獲得して､活動を継続させていくことを義務づけて

いる｡大学は学生を地域に派遣して地域における問題の抽

出､そしてそれに対する解決法などの考察などを行わせる

ことによって､学生に実践的な教育を施すことができる｡

ただしCOPCプログラムの第一義的な目的は､大学が地域

再生を促進する担い手として活動するための資金的支援を

するものであり､学生に対する教育はそれに続くものとし

て位置づけられている｡HUDによるCOPCプログラムと
類似した資金援助プログラムとして非営利組織 FmnieMae

財団によるUniversl'甘くommunjyParhcrshipJnitiadveプログ
ラム (UCPl)がある｡これは 1998年に開始されたプログ

ラムで､3年間の補助金が 14の大学に総額500万ドルが提

供されている｡UCPlプログラムは､FamieMae財団が年間

に支給する補助金全体の 15%を占めるプログラムであり､

同財団にとっても大きな位置を占める事業である｡UCPI

プログラム補助金を受けた 14大学のうち､tNDのCOPC
を受けているものは 12大学もある｡このことから､

FannieMae財団によるUCPlプログラムは､COPC構助金を

うける大学の活動を一層後押しするものであって､COPC

補助金を受けることができない大学に対する補完的な資金

援助プログラムとはなっていないことが指摘できる｡

HUDはCOPCプログラムの助成対象となる活動内容を､
表 lのように分類している｡

表1COPCプログラムの助成対8となる活動内容

リサーチ 特定の地J*がかかえている各社の同姓を実技的に改暮するためのもの

アウトリーチ､技術的支杜､t*報 住宅およびコミュニティ附尭i十両の策定

ホ-ムレスや住宅差別などを解決するための各4支tE

自治体の公営住宅局と共に取り租み公営住宅改f

HuDのPartnerShipforAdy8nCirlgTechnoloEyin
交換 HouSingを利用する除の支枕

叔官によるコミュニティ支捷活軸の柵先･運営(コース.t棚rUIに破産)
学生によるコミュニティ支捷活軌(バイト代)
地城におけるコh 二ティ支援センタ一･の運営Jtおよび零す

また､COPCプログラムに申請するためにはさまざまな

規定がある｡基本的にCOPC補助金はコミュニティ-のア

ウトリーチ､技術的支援､教育など (補助金の75%)に支
給されるもので､リサーチには25%しかあてることはでき
なしヽ つまり大学がcopcプログラムに申請するためには､

す七に地域の問題をある程度把握していると同時に､コミ

ュニティ組織とある程度の防除が構築されていなければな

らないのであるOこれらは連邦公報 (地 軸 er)yol.76,
No.588で規定されており法的拘束力を有している｡また､

その地域の問題を最低でも3つ以上指摘し､それが住宅･

都市間題に限らず経済 ･教育 ･雇用などといった多様な問

題でなければならないという条件がある｡プロセスに関し

ては､地域のニーズとそれに対する戦略を立てる上で､コ

ミュニティ･アドバイザリー委員会を設置することが義務

付けられている｡

(2)助成実態
1994年～2001年のCOPC補助金の助成状況を見てみると､

1994年～2001年の間に 135大学 (重複 14)に総額

$56598,431(68億円)が支給されている｡2回以上助成を受
けることに成功している大学は14件である｡毎年､14-25
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の大学に補助金が支給されており､2000年以降にその大学

数が増加している｡助成対象は約8割が総合大学となって

いる｡また､1994年～1997年にCOPCを受給した大学は総

額3500万 ドルの投資をHUD以外のところからひきつける

ことに成功している7｡

(3)多分野にわたる全米大学のコミュニティ･アウトリ

ーチ活動

全米の大学はCOPC補助金を用いて､建築､都市計画に

とどまらず福祉､教育､ソーシャル ･サービスなどの多分

野にわたる全米大学のコミュニティ･アウトリーチ活動を

行っている｡HUD (1999)に基づいて､その活動内容を整

理すると表2のようになる｡

学生の載7f(JL也取fB) ティ.7H1* 学生が美称の地肌こでて､なんらかのサ-ビスをコミユニティに捷供する.,この活動をiLして.学生はJL位を取和す
ることができる_

JL也取持とは榊係ない 245件 これは学生はJL位を取得することは'Cきないが.枚官と弗にある特定の他社における長的なプロジェクトを行なう活hである.コミュニティとのバ-トナ-シップを書成していく長期的な支捷活h

載せのコミュニティ支株 29# 軟廿のJF門領域におl+るスキルアップのために.教官が地Idにでて行う活h.大学の涙管とはM俵がない.

学生ボランティア 88件 井守とは朋任なく.学生主事で&期にわたって行われる話h.

27件 コミュニティ.ビルディングやキャパシティ.ビIL'デインクのた
めに.地J*の佳良に対して行われる赦す活軸.これらはJL

れるものである.

リサーチ 53件 tq王.チ-タの分析J*文など.これらリサーチの目的は.ヽ~ ~地城の_-ズ書明bかにし.その状況を改善してLくーとに

大学の女手 29件 大事の使命,故損の長期在枯托.葵学食.授業か}キユラ

注)HUB(I999)をもとに暮者が作成

楓点を学生に設定すると､学生が行うコミュニティ･ア

ウトリーチ活動には､第 1に､授業の一環として行われ単

位取得ができるもの､第2に､教員と共に地域に入り込ん

で長期的に支援活動を展開するもの､第3に､学生主導で

行う支援活動の3つに分輯できるO

授業の一環として行なわれている学生のアウトリーチ活

動の具体的な事例をあげると､FIoridahtemahonalUniversib,
のPublicAdminlsb71tive学科では､フロリダ市のエンタプラ

イズ ･ゾーン指定地区において､コミュニティ開発を専門

とする教員の指導のもと､学生たちは地区の経済開発に関

わる近隣地図の作成や地元住民-の商業ニーズに関するヒ

ア リン グな どの 活 動 を行 っ て い る｡ また ､

Wsconcion-ParksideUniversityでは､市の都市計画局と共に
ブラウンフィー/レド地区8での地域再生に取り組んでい

る｡5名の学部学生は､4週間にわたる環境学習セミナーを

通して地域内にある空き家のガラス工場に関する基本的な

リサーチを行なう(1単位)｡このセミナーの後に､科学環

境の授業を受講している 20名の学生が教員とチームを組

んで､3ケ月間にわたりその地域の公式的なコンサルタン

トとしての活動を展開する (3単位)｡具体的な活動として

は､経済開発戦略の策定や資金獲得可能性に関する検討な

どを行っている｡また､地域-の貢献活動とは別に､大学

自身の使命の改革にかかわる活動もある｡これは､従来か

らのリサーチ重視型から､地域社会-の貢献､研究成果の

社会-の還元などの実践的な活動に対しても大学からの支

援が得られるようするために､働きかける活動である｡

以上のように､アメリカの大学はCOPC補助金を用いて､

多分野にわたる領域で､その技術 ･知識を地域に還元して

いることがわかる｡それらの活動と並行して､大学のカリ

キュラムの改変を行い､学生を実践的な地域ベースのプロ

ジェクトに参加させることで彼らへの教育を行っていくこ

とを促進している｡

3.全米大学建築学科･都市計画学科による地域貢献活動

の内容

2章では､全米大学のさまざまな学科で展開されている

地域貢献活動の実態を扱ったが､ここでは特に建築学科お

よび都市計画学科に焦点をあてて､それらが行っている地

域貢献活動の実態について明らかにする｡

(1)調査の概要

本章では､全米建築学科協会ACSAが2000年に行ったア
ンケート調査 仏CSA2000)と筆者が2000年にコミュニテ

ィ･デザイン協会 (AsscK:iadonforCornmumib,Design,ACD)
と共同で行ったアンケー ト調査9で得られた37の大学 (プ

ログラム数40)の建築学科および都市計画学科の地域にお

ける建築･まちづくりの支援活動についてみていくことに

する｡ACSAのアンケー ト調査でデータが得られたのは､

33のプログラムである｡それに重複も加えて筆者がACD
と行ったアンケート調査のデータを加えると､40のプログ

ラムになる100表3は､40の大学ベース型のコミュニテ

ィ･デザイン･センターおよびプログラムの開始年と活動

内容を示している｡設立年に注目すると､1960年代に設立

されたものが4件､1970年代4件､1980年代9件､1990

年代 11件 (不明12件)と､1980年代以降に開始されたも

のが多いことがわかる｡各大学に共通して多くみられる活

動内容は､コミュニティ組織に対する建築のデザイン及び

地域計画の策定である｡これに続くのが､リサーチとコミ

ュニティ組織の教育すなわちキャパシティ･ビルディング

Ilである｡これらの建築やプランニングに関しては､プロ

ジェクトの実行前段階のサービスを提供している点が特徴

であり､そこに大きな意義がある｡開発前段階のサービス

には､プロジェクトの実現可能性を検討 ･分析するフィー

ジビリティ･スタディや､実際に行う開発などを行う際に､

あるテーマを設定し､それが実現されるかどうか､その効

果を分析し､評価するデモンストレーション･プロジェク

トなどがある｡プロジェクトが実際に開始されるかどうか

不明確な段階の業務は､サービス提供者側としても今後利

益を生み出すかどうかわからないため､敬遠しがちである｡

プロジェクトの実行前に､大学が低料金でサービスを提供

することは､それほど多くの資金を有していないコミュニ

ティ組織にとっては非常に有効であり､これをステップと

して実際の開発-と進む可雛 を広げることが可能となる｡

大学のパートナーは､主にコミュニティ組織であるが､そ

の他に建築･都市計画分野の行政の役人､民間企業のスタ

ッフに対する啓蒙活動を行っている大学もある｡

4.大学ベース型のコミュニティ･デザイン.センターの

活動実態

4章では､大学内にコミュニティ･デザイン･センター

を設置して､そこで行われている地域貢献活動および学生

-の教育の実態について明らかにする｡コミュニティ･デ
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表3 コミュニティIデザイン･センターおよびプE)グラムの㈲始年と活動内容

閲 大学名 丁 也* JL,J{&デシ甘 リ リフタ テ ィ 撞請開先 千⊃ミユニ丁ィ.丁ザイン.センターの租絶名あるいはプログラムの名称 始辛 ザ建イ簸ン …芸の イテ.ンイキケビヤ サlチ ディーィ.ジスビ の他

1 ･-L l.tlL-.-JLJ1■ ●-1川JLl.1.I 止ILLL-一I1▲-.L. 196_1I-1t 1- ●● ●● ● ● ●(t)
2 ･-I". .l.L■J .="l"-.-▲.""-l ･-; LLL.- . - .Lu ● ● ●
3 B..";=- ;,i...J.i.I.L.-.一川 ■▲■-;. .- - ト､ ● ●●
4 ASSJST .i.●UrL'hJe血 dutah ●● ●tz)
ら ･.""l■一､.U..Il一.l印¶1 ItI71- I,,i- ..にL- l▲-I ● ●●
6 i.I:.l▲L,IL- .i--.i.LtL- 1977:--HiL- .- ..l-Jヨ-封.● ●●
7 Lm ...L-.IlL- .- 1977NbYDdtCitvCO■tt■ ●● ●
8 "L,.IL.l..- 1g7qr- ..-JJL▲.rm ●● ●
9 ･.L"- LL.●.=▲■一日.-.●■.八日▲- lPJ一計Lだ tgRク●… ,LL-t､ ●●
lO tL-A.-SL--- -1l一l一､-l→ 19FLク批正の散文雫
12 D- -1-州 .,-1.i.-LllL- 判.lL 1gFl5 -FL.-"ll.lI
13 i- .777]- iTmqI lgFI71-Ll.l山- ●●●
14 ".,..肌1- - . 1...LimLA. l.l▲1ト一1､.1乃- ･.: lL--A.L州1
15 .Jl"L"Hl-.i.=▲,.I.I."㌔; 1!lRA
16 ●Jli-JJLl▲- - L -l-L■ 川.Li-i"I ･▲こ.･.".■●J-llm-.I..JI.lB.● ●●
18 1り.J.l" "LJl.L.▲.- - 1qq1upmLILLU-一 ● ●
1g 19g2ILO.-●rJ▲-.▲.メ ● ●
20 1lL.t Lum" HlLJl1--■L-hiI 1993T色rnnlJ!lJnhJerSh
21F- .lrJL....llL..- 1. 1qq▲→=●.llll-r ●■
22 ●.I- Lr.i ト.1●.■l八.I ･ぷ▲一日l-.L-Fh ●
23 ･LLL-- .⊥l- .JllLLILL■.-L.l .I - lqq_<"i-●⊥l.,_tZIR ●●
■【m ,7- - ●■LL.ニ-.-一r:h血 ●●●●
25 Lu柚J.▲1●-.1こ.■L1.-LrJ.A.(,-. t-KdSbleLhkda～ ●● ●
26 -.-Il LI. 19;lq-LLtLL-h..mL-I-A-I..LL▲;- ●● ●
27 J...L.-lL▲.rl-仙l-L耶-..州 →- 1gqq JrL■ト-HL-l ●● ●
28 - ▲ulJ▲lI1-▲▲.I- ･S.
79 I- - l7- E5:;."▲- ■,A-LL.L4-- ● ● ●
33 LLL....JlLl- I.,A i;.･●▲Ll,-lL1-I ●●●●
31t6LHHL" -▲+.i.日工 J-J.I..Lもー :lIHIJll".hL..㌔-L▲.rLL ●
33 A-..Ill.lp 不 ."▲一■.1--.LIL-1-"-1. ●
34 不FiJ.-1Jul-トし ● ●●
35 .Jp.L- 不 LrLr切L:- -ig]
36 t- .-L.l一l.l一-日.-L- ▲....-. 不 lL▲- 一l:7mm ● ●●
37 1:i...- ::;.I-l◆-1. ● ●
38 .▲●Lll.i.l.1-L.li… Ei;lill▲▲-FIT.▲tLL.L､ ●●●
川アドボカシー話hや公共政 策への提言､G]Sの 開 発など
(2J低所得着用住宅のバリアフlJ一化

ザイン･センターとは､建築家やプランナー等で構成され

るNPOで､主に低弼尊者地域のコミュニティ組織を対象

として､低料金の建築･プランニングサービスを提供して

いる｡

(1)大学ベース型CDCの機能

大学ベース型 cDCの最大の特徴は､学生の教育に主眼

をおいている点である｡学生を現場での実践的なプロジェ

クトに参加させて､そこで学生はコミュニティ組織との対

話やニーズの把握などを通して､建築デザインやプランニ

ングを行う､というプロセス･活動について学ぶのである｡

コミュニティ組織にとっても､学生の参加は無償の労働力

を得られることができるという点で大きな利点がある｡基

本的には初動期における支援が多いのが特徴である｡コミ

ュニティ細織にとって､初動期の支援は決定的に重要で

ある｡なぜなら初期段階においては､彼らは何の知識もア

イディアも持ち合わせておらず､その樹塔における支援を

民間の建築事務所から得ることが困難であるためである｡

初動期における支援がなければプロジェクトを実現段階に

導いていくことは､ほとんど不可能であるといってもいい｡

つまり大学ベース型CDCの支援は､コミュニティ細織に

とってはファーストステップであり､プロジェクトを実現

段階に進め､民間の建築事務所に橋渡しをしていく機能を

持っている｡また､学生が民間建築事務所にボランティア

として働き､それによって民間事務所が従来行わないよう

な低所得者地域におけるコミュニティ組織に対するサービ

スを行うことを可能にしている｡当然のことながら､大学

ベース型CDCは多くのリサーチを手がけている｡一般的

に､他の大学と比べると､実践的なリサーチが多く､その

成果をコミュニティ組織の活動に生かせる実践的なものが

中心である｡リサーチを行う目的は､運営資金獲得のため

であると同時に､大学が地域での実践活動よりもリサーチ

を重視する傾向にあることが関係している｡前述したよう

に､これは大学ベース型 CDCに限らず､地域貫献活動を

行う大学全体とも共通している大きな糊 となっている｡

(2)大学ベース型CDCによるプログラムの歴史と概要

最も長い歴史を有している､1963年設立のPraXhs血lte

CenterforCommunlb,and Environmen血IDevelopment
(plccED)は､全米でも最大規模のコミュニティ･デザイ
ン･センターである｡大学の教員以外に､20数名の建築家･

プランナー･GISの専門家などの有給スタッフを抱えてお

り､その点において､専門職の有給スタッフを持たない一

般的な大学ベース型cDCとは異なっている｡No血CaTOlina

StateUniversi吋のCommunityD即elopmentGroupは､-ンリ
ー･サノフ数段によって1969年に設立された組織である｡

公民権運動､大学紛争などの騒乱期に､同大学の建築学科

の大学椀生らが､デザインやプランニングの技能を地或に

還元していくべきであると請願したことを背景に活動が開

始されている｡同年に設立されたもう一つの組織は､Ba一l

stateUniversiyの CornmunjサBasedProjectである｡同組織
が設立された1960年代後半は､大学ベース型､非営利型､

ボランティア型のコミュニティ･デザイン･センターの設

立ラッシュ期であるが､ディレクターのコステロ氏はコミ

ュニティ･デザイン･センターの粗金の形成､設立の促進

などにおいて中心的な役割を果たした専門家の一人である｡
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90年代に設立されたものとして､1994年の Universib,of

Deb･oit,MercyのDe廿oitCoHaboradveDesignCenterと1995年
のイリノイ大学シカゴ校 ci砂DesignCenterがある.前者は
建築学科の助数段l名､助手2名がスタッフとして在籍し

ているのに対して､後者のスタッフは建築､都市計画､グ

ラフィック･デザイン､建築史などの5名の教授が中心と

なって活動を展開している｡このように大学ベース型CDC

には､60年代に設立されたものから､90年代半ばに活動を

開始したものまで､その歴史は多様である｡その活動内容

について次項で述べる｡

(2)大学ベース型CDCによる地域貢献活動と学生の教育
本稿で取り上げる大学ベース型cDCでCOPC補助金を

支給されているのは､UniversiVofIllinois,ChicagoとPrart
hd仙teの2校である｡特に前者は､歳入全体に占めるCOPC

補助金の割合が高く､同補助金が大きな収入源になってい

る｡ほとんどの大学ベース型 cDCで共通して展開されて

いる地域貢献括動は､地域単位の総合的な計画づくりの支

援である｡次いで多いのが､建築設計 ･デザインである｡

ただ単に､地域の計画づくり及び建築設計を行うのではな

く､地域のコミュニティ組織と共に彼らのニーズを反映し

ながら行うところにコミュニティ･デザイン･センターの

特徴がある｡具体例をみてみると､Universib,oflllinok,

ChicagoのCib,D由gnCerlterでは､学生が高齢者のニーズ
を聞き取り､それを反映させる形でシニア住宅のデザイン

を行っている｡ShirimanAtrordableHousingCampaignは､3
つの高齢者団体で構成される連合組織で､LakeⅥew地区
とシカゴ市のNordlSjdeの近隣の高齢者用アフォーダブル

住宅を購入し､保全するために結成された組織である｡同

組織が地元のシニア住宅の取り壊しを防ぐキャンペーンを

行い､その住宅を所有者から買い取ることで取り壊しは阻

｣上した｡彼らは｢股的なシニア住宅には高齢者のニーズが

反映されていないことに不満を感じていた｡このような状

況から3つの非営利組織はCib,DesignCenterに対して､シ
ニア住宅の建築計画とデザインを依頼した｡高齢者のニー

ズを反映させるために､Cib,DesignCenterは3つの非営利
組織の高齢者への聞き取り調査を行っている｡学生は高齢

者の声を聞きながら､シニア住宅の建築計画を行い､高齢

者は大学の講義-の出席､他地域のシニア住宅の見学など

を行った｡こうして学生によってデザインされた作品を元

にして､民間の建築事務所が実際の詳細図面､建築デザイ

ンを行い､土地をシカゴ市が購入することによってシニア

住宅は完成した (写真 l)｡BallStateUniversiyにおいては､
主に4年生と5年生の学生がコミュニティ･デザイン･セ

写真1完成した高齢者用アフォーダブル住宅 (左)

ンタ-の主催する2つ以上のワークショップに参加するこ

とによって､4単位を取得することができる仕組みになっ

ている｡No血CaJt)limaStateUnjversib,では､-ンリー ･サ
ノフ教授の指導のもとで､学生を地域に派遣し､建築デザ

インや地戒の総合計画づくりなどに取り組んでいる｡そこ

で学生はどのようにワークショップを勧めるか､また､ど

のようにしてプロジェクトを管理していくか､ということ

を学んでいる｡サノフ教授t朝生域の依頼を受けるだけで､

それを引き受けるところまでは係わるが､その後は一切を

学生に任せている方針を貫いている｡学生がフアシリテ-

トするワークショップの様子をビデオに録画させ､それを

後ほど見て学生の指導を行っている｡PrattInstiMeの修士課

程の都簡 十画学科 (GraduateCenterforPlamillgandAle
Environment,GCPE)は､PJCCEDと連携をとり､大学院生
がインターンとして実際のコミュニティ開発の過程に参加

させるプログラム (PrattComrnunityEconomicDeve)opment

htemshipプログラム)を行っている｡このプログラムは基
本的には､コミュニティ組織の代表者や建築 ･都市計画に

係わる専門家､行政関係者を対象にして行われているもの

であるが､学生たちがそれに参加することで授業の単位を

獲得できるようになっている｡

このように大学ベース型 CDCは多様な地域貢献活動を

展開しているのだが､すべての大学教員が共通して指摘し

ていた点が､大学当局は地域貢献活動よりもリサーチを重

視する傾向がある､という点であり米国でも大学によるこ

のような活動は高い評価が得られていない現状が明らかと

なった｡

5.学生の参加と参加型建築･まちづくりの教育
2章から4章でみてきたように､COPCプログラムを用

いて大学は地域貢献活動を精力的に展開しており､その活

動の中で学生-の教育が積極的に実施されている｡COPC

プログラムが開始される以前は､学生がその活動フィール

ドを地域におくのは､スタジオ (建築設計演習)という授

業などと限られたものであったが､copcプログラムが開

始され､学生の関わり方には多様な選択肢が生まれた｡従

来のスタジオは学期ごとに終了する短期間のものであった

が､copcプログラムを通して長期にわたって地域に入り

込み､特定の地域に対するアウトリーチ活動を手がけるよ

うになった｡このスタジオは授業の一環として行なわれて

いるものであるが､大学ベース型 CDCが設置されている

大学においては､多くの学生が任意でその活動にボランテ

ィアとして参加している｡これらの活動は単位として認定

されるため､学生にとってはボランティア活動を行うこと

は単位取得のインセンティブとなる｡またアウトリーチ活

動の内容は､建築の設計およびデザインにとどまらず､福

祉 ･教育･地域経済などの総合的な地域間題に対する解決

策の提示･地域再生鞠略の策定など､幅広いもの-と変化

している｡単一の専門的な側面のみを扱うのではなく､ひ

とつの地域にかかわる総合的な問題を解決していくという

アプローチをとっている｡なぜなら､特に低所得者地域は

教育や福祉､地域経済などの問題が彼らの居住衆境を悪化

させている要因であるからである｡学生たちは実際に地域
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住民とかかわりをもつことで､彼らのニーズを聞き取り､

それをコーディネート､フアシリテ-トする能力を身に付

けている｡このようにCOPCプログラムによって大学のコ

ミュニティ･アウトリーチ活動が活発になることによって､

学生-の実践的な教育の場【劫去大した｡すなわちこれは､

学生に対して､談義で理論的に学んだ知織を､実際の世界

で生かす機会を与えるものである｡学生は実際の現場すな

わち特定のコミュニティにおいて､具体的な問題に直面す

ることで､理解を深めることとなるo学生は地域住民にと

っては建築 ･都市計画の専門家であり､学生はそれらの知

織を地域住民に対して教育する立場におかれ､そこで自ら

の専門知職と技術が地域住民には貴重なものであり､それ

を通して地域主体の建築 ･まちづくりが実現されることを

尭感として肌で感じるようになった また､逆に学生達は

コミュニティ雑織の活動に関わることで､彼らの地域改善

の取り組みを観察し､そこからさまざまな知織･経験を得

ることが可能になっている｡今日､全米の大学においては､

学生が建築･都市計画の理論と実践を並行して学ぶ機会が

提供されており､これは将来の専門家育成にとって非常に

大きな意味をもっていると言える｡

6.結論
大学はいかなる機関よりも専門的技術･知織を有している

主体であり､都市再生､失業､犯罪､ホームレスなどの多

様な社会問題に､地域を支援して共に取り組んでいくこと

が求められている｡本研究では､全米の大学や大学ベ一一ス

型 CDCがコミュニティ組織とパートナーシップを組み､

土砂戒の経済的､社会的､物理的な問題に総合的に取り組ん

でいる実態を明らかにした｡建築･都市計画分野に限定す

ると､建築･都市計画学科や大学心 -ス型 cDCなどによ

る地峡貢献活動は､コミュニティ組織にとって､｢初動期｣

における建築設計､地域計画の策定などの支援が中心であ

り､特にフィージビリティ･スタディは特徴的な活動であ

ることが明らかになり､中には民間セクターに橋渡しして

実際にプロジェクトを実施している例などがあった｡言い

換えると､大学はコミュニティ組織が民間市場では得るこ

とが困難なサービスを提供するというNPO としての大き

な役割を果たしているのである｡しかし､米国においてさ

え､このような活動は大学本部からはあまり奨励されず評

価もそれほど高くないのが項状であり､大学の地峡貢献活

動に対する大学本部のサポートを促進していくという運動

も､一部の教員によって展開されている｡また､大学によ

る地域貢献活動は従来からも行われてきたが､この活動を

一層後押しすることになった制度がcopc補助金であった｡

また､copc補助金を用いて実施する地域貢献活動に学生

を参加させることで､地域住民との対話を通して彼らのニ

ーズを聞き取り､それをコーディネート フアリテ-トす

ることによって地域の要求に応じた建築デザインや地域再

生計画などを策定する能力を習得させる教育が展開されて

いる｡米国の経験は､わが国の専門家育成にとって非常に

大きな意味をもっていると評価でき､わが国の大学におけ

る都市計画教育でも実現可能な手法であるといえる｡
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本研究は財団法人住宅総合研究財団の研究助成によって行われた.ここで
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l米国では-ンリー･サ/フやランドルフ･-スターなどによってコミュニ

ティ･デザインの定義がなされているが､共通している概念は､r虫こ住宅

や腎性地域の快適さ､土地などの新 的な姉 -のアクセスが断たれてい

る低所得者層地域において､彼らをサポートして住舞姫のプランニングに

参加する機会を増やしていくこと｣である｡これに対して日本でコミュニ

ティ･デザインと言うとき､必ずしも社会階層を限定していない点が米国

と異なっている｡

コミュニティ･デザイン･センターの類型については､渡辺･塩崎e00L)
を参照されたしも大学ベース型に加えて､さ脚 J型､ボランティア型､民

間営利型などがある｡

3ゎが国においても､大学の地域貢献活動を後押しする文部科学省の地域

貢献特別支援事業も平城14年度に開始されている｡これは前述した､米国

のCOPCプログラムと目的も類似しており､補助金額も前者が平均50万ド
ル (5500万円)､後者が O∝沿万～名(Xカ万円)､と同等の規模である｡

4早稲田大学芸術学鮫では､平日夜間に主に社会人を対象として､住民との

ワークショップの企画運営方位や合意形成､コミュニケーションの技術な

どについて､演習を通じて実践的に学ぶコースがあるが､わが国ではまだ

｢般的ではなし＼また､特定の地域における建掛 欄 十画づくりなどを

学生に実施させる大学はあるが､実際に地域住民やまちづくり組織などと

共同でプロジェクトを進め､地域のニーズに応じた技術的支援を行うとい

った活軌まあまりみられないのが､わが国の現状である｡

ヒアリングを実施した大学敵兵6名 (コミュニティ･デザイン･センタ

-のディレクター)は､以下の通りである.鮎 xCuTTy氏 0'JCCEDGI伊イレ
ククー)､RobertaFeldrrw氏 (CitytksignCenter)､mIIPitera氏 (D加 rt
collatxmtiveDQiglCenter)､HaTryAEggink氏 (CommuJTLb,Basd Project)､

I血ITySano庁氏 (CorrmunhyDevdoprrmtGroup)､TerTm CurTy氏 Pordhn
UniveTSibr,前D加itColTめomdveD塔ignCenterディレクター)

6代表的なものとして､北原啓司 (1999*)､持紡可能な地卵 のため
のまちづくり教育の可能性- ｢土手住専科｣における実践とその評価､日

本都市計画学会学術研究論文集､pp547-552､がある

1994年-97年という期間に特別な意はない

8ブラウンフィールドというのは､住宅都市開発省によれば､廃棄された､

遊休または低利用の不軌壷であり､現実の､また手羽懲知された汚典により

発展や再開発が的誰な地域のことをいう

9 渡辺･塩崎e00l)において､全米50のコミュニティ･デザイン･セン
ターの組縦形態､設立牢､スタッフ数､年間予葬などを明らかにしている｡

10調査時期も同年で実施されており､アンケート項目についても共通して

いるので､複数の調査によって得られたこれらのデータを統合して分析す

るにあたって開場はない

11人･地域のニーズを踏まえて､彼ら･地域が主体吋こ間断 希々

の活動に能軌的に放り組めるような能力･技術･知純を身に付けさせる事
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